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4

15 .

16 .

17 .

18 .

19 .

20 .

21 .

22 .

23 .

24 .

25 .

26 .

27 .

28 .

29 .

30 .

31 .

32 .

33 .

34 .

35 .

36 .

37 .

38 .

芦澤和人：がん診療における画像診断の役割 肺癌を中心に. 日本がん検診・診断学会誌 28・29:  2021.

芦澤和人：教育講演12（呼吸器1　縦隔疾患の画像診断①）縦隔腫瘍の臨床. 日本医学放射線学会秋季臨床大会 58回:  
2021.

福田　実, 本田琢也, 内田隆寛, 兒玉幸修, 橋詰淳哉, 土屋暁美, 松尾久美, 鎌田理嗣, 本多功一, 石井浩二, 芦澤和人：抗がん
剤調整後中止による高額薬剤の廃棄について. 日本癌治療学会学術集会 59回:  2021.

道津洋介,本田徳鷹,須山隆之,梅山泰裕,行徳　宏,竹本真之輔,山口博之,福田　実,迎　寛：高齢者BRAF V600E遺伝子変異
陽性肺癌に対するDabrafenib+Trametinib併用療法症例の検討. 日本内科学会九州地方会 332回:  2021.

黒瀬浩史,福田　実,福田正明,木下明敏,竹本真之輔,山口博之,迎　寛,小賀　徹,垣見和宏,岡　三喜男：非小細胞肺がんに
おける免疫チェックポイント療法の効果をモニタリングする血清バイオマーカー. 日本免疫治療学会学術集会 18回:  
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己,福田　実,迎　寛：非小細胞肺がん患者におけるペメトレキセド後のS1についての治療効果の後方視的多施設共同研
究. 日本臨床腫瘍学会学術集会 18回:  2021.

Kobayashi K, Fujita T, Sato A, Ito S, Inoue Y, Okada S, Kuba S, Morita M, Kobayashi S, Maruya Y, Fukumoto M, Kosaka T, 
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Chibana K, Yamaguchi H, Wakuda K, Fukuda M, Kenmotsu H, Yoshimura K, Inoue K, Miura S, Nakagawa K, Yamamoto N, 
Sugio K：Osimertinib for RT-naïve CNS metastasis of EGFRm NSCLC: pII OCEAN study (LOGIK1603/WJOG9116L), Part of 
T790M cohort. 日本臨床腫瘍学会学術集会 18回:  2021.

石井浩二,山下春奈,森 佳奈子,森下 暁,池田津奈子,龍 恵美,芦澤和人,原 哲也：会陰部のがん性疼痛に対して仙骨硬膜外エ
タノール注入を行った2症例. 日本緩和医療学会 26(Suppl.): S240, 2021.

橋本悠雅,松廣幹雄,鈴木秀宣,河田佳樹,大塚義紀,岸本卓巳,芦澤和人,仁木 登：3次元CT画像によるじん肺重症度の肺葉別
粒状影解析. 電子情報通信学会技術研究報告(Web) 121(230(MICT2021 27-43)): 28-30, 2021.

岩野佑介,筒井 伸,上谷雅孝,芦澤和人,土谷智史,永安 武,岡野慎士：経過を追えたCiliated muconodular papillary tumorの2
切除例. 日本医学放射線学会秋季臨床大会抄録集 57th:  2021.

Kobayashi K, Sato A, Fujita T, Ito S, Inoue Y, Okada S, Kuba S, Morita M, Kobayashi S, Maruya Y, Fukumoto M, Kosaka T, 
Soyama A, Fukuda M, Honda T, Adachi T, Hidaka M, Kanetaka K, Eguchi S：A review of adjuvant chemotherapy for rectal 
cancer in our department, focusing on one-year administration of S-1. 日本臨床腫瘍学会学術集会 18回:  2021.

矢田秀雄,行徳　宏,須山隆之,本田徳鷹,梅山泰裕,道津洋介,芦澤信之,竹本真之輔,山口博之,福田　実,迎　寛：ペムブロリ
ズマブによる薬剤性肺炎治療中にサイトメガロウイルス肺炎を発症した肺癌の1例. 第61回日本肺癌学会九州支部学術
集会/第44回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会 :  2021.

林　史子,土井誠志,井手昇太郎,泊　慎也,山口博之,福田　実,岸川正大,迎　寛：EGFR-TKI使用前後で胸水細胞診の所見
が異なった1例. 第61回日本肺癌学会九州支部学術集会/第44回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会 :  2021.

梅山泰裕,本田徳鷹,須山隆之,道津洋介,行徳　宏,竹本 真之輔,菅崎七枝,山口博之,西條知見,土井誠志,澤井豊光,福島千鶴,
福田　実,松瀬厚人,木下明敏,迎　寛：25年間で長崎県内の呼吸器内科が経験した気道異物37例の検討. 第61回日本肺癌
学会九州支部学術集会/第44回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会 :  2021.

芦澤和人：COVID-19の画像診断update. 断層映像研究会雑誌 49回:  2021.

福田　実,本田琢也,内田隆寛,兒玉幸修,橋詰淳哉,土屋暁美,松尾久美,鎌田理嗣,本多功一,石井浩二,芦澤和人：抗がん剤調
整後中止による高額薬剤の廃棄について. 日本癌治療学会学術集会 59回:  2021.

土屋暁美,荒川由美子,岩崎知子,川田満栄,梶山有紀,徳永和代,野田夏海,松尾久美,本田琢也,福田実,芦澤和人：看護師によ
る抗がん剤ルート確保の取り組み. 日本癌治療学会学術集会抄録集 59回: P47, 2021.

芦澤和人：肺癌検診のグローバリズムと将来性　IASLCでのCT肺癌検診の国際協調. 日本肺癌学会学術集会 62回:  
2021.

山口正史,福田 実,舟木壮一郎,山崎拓也,迎 寛,福岡順也,鍋島一樹,立山 尚,芦澤和人,富山憲幸,原 眞咲,瀬戸貴司,奥村明之進,
杉尾賢二：胸腺腫瘍の診断と治療 局所進行胸腺癌に対するS-1+シスプラチンによる化学放射線同時併用療法の第II相
試験(LOGIK1605/JART1501). 日本肺癌学会学術集会 62回:  2021.

福田　実,本田琢也,鎌田理嗣,土谷智史,芦澤和人,須山隆之,本田徳鷹,梅山泰裕,道津洋介,行徳　宏,竹本真之輔,山口博之,迎　
寛,本多功一：呼吸器系悪性疾患に対する外来薬物療法の動向. 日本肺癌学会学術集会 62回:  2021.

小池玄文,筒井 伸,福田 実,岡野慎士,松本桂太郎,永安 武,芦澤和人：原発性肺腺癌術後症例の検討 heterogeneous GGNと
part solid noduleとの違いについて. 日本肺癌学会学術集会 62回: 560, 2021.

宮田康好,有働恵美子,早田正和,古里文吾,芦澤和人,酒井英樹：治療抵抗性泌尿器癌における遺伝子解析と治療 長崎大学
病院で実際に行ったゲノム診断の結果とその後の実治療 現状と課題と展望. 西日本泌尿器科学会総会抄録集 73回: 149, 
2021.

大塚義紀,加藤勝也,芦澤和人,加藤宗博,岸本卓巳,水橋啓一,猪又崇志,藤本伸一,横山多佳子,木村清延,中山 誠,木村文治：じ
ん肺における間質性肺病変の種類と頻度. 日本職業・災害医学会会誌 69(6): 267-273, 2021.
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黒瀬浩史,福田　実,北﨑　健,菅崎七枝,福田正明,木下明敏,竹本真之輔,山口博之,栄田佳那子,野田健太,二見淳一郎,迎　寛,
小賀　徹,垣見和宏,岡　三喜男：非小細胞肺がんにおける免疫チェックポイント療法の効果をモニタリングする血清バ
イオマーカー. 日本がん免疫学会総会 25回:  2021.

森 奈々,橋本悠雅,松廣幹雄,鈴木秀宣,河田佳樹,仁木 登,加藤勝也,大塚義紀,岸本卓巳,芦澤和人：3次元CT画像を用いたじ
ん肺の粒状影の検出能. 電子情報通信学会技術研究報告(Web) 120(43): 87-89, 2021.

黒瀬浩史,福田　実,北﨑　健,菅崎七枝,木下明敏,竹本真之輔,山口博之,栄田佳那子,新　勇介,野田健太,佐藤利幸,迎　寛,小
賀　徹,岡　三喜男：非小細胞肺がんの抗PD-1抗体療法の効果を予測するバイオマーカー測定試薬の開発. 日本呼吸器学
会学術講演会 61回:  2021.

緒方良介,道津洋介,本田徳鷹,須山隆之,梅山泰裕,行徳　宏,竹本真之輔,山口博之,福田　実,嶋田　緑,千住博明,朝野寛視,長
島聖二,中富克己,早田　宏,迎　寛：アムルビシン単剤療法に関する後方視的多施設共同研究からみるG-CSF一次予防的
投与の必要性の検討. 日本呼吸器学会学術講演会 61回:  2021.

竹本真之輔,須山隆之,本田徳鷹,梅山泰裕,道津洋介,行徳　宏,山口博之,小笹 睦,福田　実,迎　寛：長崎大学病院呼吸器内
科での肺悪性腫瘍症例の経気管支生検における腫瘍組織含有検体の割合に関する検討. 日本呼吸器学会学術講演会 61
回:  2021.

行徳　宏,森山咲子,小笹　睦,須山隆之,本田徳鷹,梅山泰裕,道津洋介,竹本真之輔,山口博之,坂本憲穂,福田　実,尾長谷　靖,
福岡順也,迎　寛：肺癌治療中に癌性リンパ管症と鑑別を要する薬剤性好酸球性肺炎を合併した１例. 日本呼吸器内視鏡
学会学術集会 44回:  2021.

福田　実：正しく知ろう！がん免疫療法とゲノム医療　一人ひとりに最適ながん治療をめざして「肺がん治療におけ

る免疫療法の位置付け」. 日本臨床腫瘍学会市民公開講座 :  2021.

福田　実：サルベージ手術に至る化学療法,術後のサルベージ化学療法. 日本呼吸器外科学会学術集会 38回:  2021.

本田徳鷹,小野寺貴恵,道津洋介,山口博之,福田　実,益谷美都子：PARP阻害薬talazoparibとolaparibの作用機序の比較検
討. 日本癌学会学術集会 80回:  2021.

道津洋介,梅山泰裕,行徳　宏,竹本真之輔,山口博之,福田　実,田川隆太,緒方良介,朝野寛視,嶋田　緑,千住博明,中富克己,長
島聖二,早田　宏,迎　寛：アムルビシン療法に関する後方視的多施設共同研究からみるG-CSF一次予防的投与の検討. 日
本癌治療学会学術集会 59回:  2021.

黒瀬浩史,榮田佳那子,福田　実,北崎　健,福田正明,菅崎七枝,木下明敏,益田　武,服部　登,竹本真之輔,山口博之,新　勇介,
入野康宏,野田健太,佐藤利幸,迎　寛,小賀　徹,岡　三喜男：免疫チェックポイント療法を予測する血清バイオマーカー
測定試薬の開発. 日本肺癌学会学術集会 62回:  2021.

水田玲美,本田徳鷹,田川隆太,小野沙和奈,須山隆之,梅山泰裕,道津洋介,行徳　宏,竹本真之輔,山口博之,福田　実,迎　寛：
局所進行非小細胞肺癌に対するDurvalumabの使用経験. 日本肺癌学会学術集会 62回:  2021.

田川隆太，竹本真之輔, 小野沙和奈，須山隆之，本田德鷹，梅山泰裕，道津洋介，行徳　宏，山口博之，福田　実，迎　
寛：当院における間質性肺炎合併の非小細胞肺癌に対するビノレルビン単剤療法の使用経験. 日本肺癌学会学術集会 62
回:  2021.

小林和真,藤田拓郎,佐藤彩香,伊藤信一郎,井上悠介,岡田怜美,久芳さやか,森田　道,小林慎一朗,丸屋安広,福本将之,小坂太
一郎,曽山明彦,福田　実,本田琢也,足立智彦,日高匡章,金高賢悟,江口　晋：当科における結腸癌術後補助化学療法の再検
討. 日本外科学会定期学術集会 121回:  2021.

佐々木　龍,福島真典,原口雅史,本田琢也,三馬　聡,宮明寿光,中尾一彦：切除不能進行肝癌に対する分子標的治療薬の腎

機能に与える影響. 日本肝がん分子標的治療研究会 24回:  2021.

鎌田理嗣：2型糖尿病を有する下咽頭がん患者において急性壊死性食道炎を発症した一例. 日本緩和医療学会学術大会 
23回:  2021.

田川隆太,道津洋介,朝野寛視,嶋田　緑,行徳　宏,千住博明,竹本真之輔,山口博之,中富克己,長島聖二,福田　実,早田　宏,迎　
寛：アムルビシン単剤療法に関する後方視的研究からみるG-CSF一次予防投与の必要性の検討. 第61回日本肺癌学会九
州支部学術集会/第44回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会 :  2021.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

A-e SCI合計 B-a

2021

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

85.884

54

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

21.471 5.368

B-a B-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b

学会

合計

2021

2021

欧文論文総数

A-a A-b B-b B-c B-d B-eA-d

A-a A-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b

学会

合計 総計

2021 17 0 0 0 4 1621 0 3 2 7 55 67

A-c

88

論文数一覧

教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.247 5.500 0.727 4.000

総計

1 0 3 4 4 2 48 58


